
〈
宗
祖
比
の
名
を
勤
め
給
ふ
所
以
は
、
も
つ
ば
ら
俗
を
引

か
ん
錦
の
術
計
の
み
名
よ
〈
何
を
か
な
さ
ん
ご
此
れ
貰
仁

五
宇
は
一
部
の
心
な
る
事
を
如
ら
ざ
る
錦
な
b
『
報
恩
抄

仁
臼
〈
疑

τ臼
〈
廿
入
品
の
中
仁
何
が
肝
心
手
や
？
答
へ

て
門
く
或
は
品
々
皆
な
事
仁
従
て
肝
心
な
り
或
は
打
く
方

便
品
書
量
口
問
肝
心
争
り
或
は
臼
〈
方
便
品
肝
心
な
b
或
は

臼
〈
毒
量
品
肝
心
な
b
或
は
臼
〈
開
示
悟
入
肝
心
な
り
或

は
臼
〈
十
相
肝
心
争
り
。
問
ふ

τ日
〈
放
の
心
知
何
符
ふ

南
無
妙
法
遂
事
経
肝
心
な
り
、
『
五
品
抄
』
代
田
〈
妙
法
蓮

華
経
の
五
宇
は
純
文
仁
あ
ら
ず
其
の
義
に
あ
ら
A
V

唯
一
部

の
意
耳
云
々
正
仁
創
る
ベ

ι五
字
は
法
華
一
部
の
意
に
し

て
久
遠
本
備
の
智
恵
な
り
ど
云
ふ
事
を
吾
人
朝
夕
本
偽
の

智
恵
た
る
五
宇
を
以

τ本
備
の
本
体
に
劃
し
て
晶
題
し
つ

、
あ
る
な
り
、
「
経
に
臼
〈
』
是
人
於
偽
致
決
定
無
有
疑
さ

『
蒋
じ
臼
く
』
妙
法
魅
力
即
身
成
偽
ご
成
悌
何
時
ゲ
疑
は
む

ハ
以
下
次
裁
）

興
師
身
延
離
山
考
中
五

太

回

純

志

宗
門
原
始
時
代
に
於
凶
り
る
、
諾
先
師
の
事
蹟
な
韮
才
浅

草
の
輩
等
云
々
し
奉
る
は
、
甚
r
k
こ
が
ま
し
き
事
じ
て

叉
難
中
の
難
事
た
り
。
其
の
研
究
資
料
に
苦
し
む
は
勿
論

な
れ
ざ
‘
史
賓
の
取
捨
撰
揮
等
に
至
b
て
は
是
れ
其
＋
か
り

で
ふ
白
血
買
じ
到
ら
ま
る
巳
上
、
金
々
錯
し
得
ざ
る
所
な
ち
O

吾
宗
門
介
添
史
中
、
暗
々
裏
に
そ
の
萌
芽
を
接
せ
し
は
、

太
田
方
の
不
議
連
門
の
異
計
に
起
因
し
，
滅
後
数
年
仁
し

τ富
士
興
門
流
具
現
せ
り
。
之
仁
付
て
、
興
師
身
砥
離
山

問
題
古
来
の
先
哲
問
に
所
設
甚
だ
し
く
多
岐
じ
し
て
、
吾

等
後
陣
輩
の
大
に
迷
惑
す
る
所
た
り
、
彼
云
〈
波
木
井
益

四
簡
の
誘
法
じ
よ
る
ご
、
此
云
〈
、
事
賞
無
根
守
h
，
f
」、

或
は
云
〈
、
五
一
相
封
本
諮
問
題
ご
、
成
は
云
〈
、
一
端

の
感
情
問
題
ご
、
或
は
云
々
云
〈
正
予
傾
日
来
該
問
題
に
閥

せ
る
史
料
の
二
三
を
得
た
る
に
よ
り
、
左
仁
提
出
し
以
て

先
賢
各
位
の
御
垂
示
を
仰
が
ん
ざ
す
る
も
の
争
b
o

始
仁
嘗
源
よ
b
列
畢
せ
ん
か
、
六
牙
院
海
昔
潮
訟
は
其

著
『
本
化
別
頭
悌
組
統
組
』
に
『
弘
安
入
年
乙
酉

P
同
寧
者

直
コ
子
身
延
一
－
棺
一
越
波
木
井
氏
賞
長
告
テ
日
高
姐
ノ
議
塔
輪
究

守

w
p之
，
也
某
式
雄
二
顧
命
厳
重
オ
ト
而
弔
錫
ν
法
致
レ
山
J

至

(38) 



而
テ
不
γ

宜
所
以
者
何
諸
山
ハ
以
ニ
主
人
在
↓
諸
位
・
番
内
志
ヲ
山

門
迫
け
日
而
盛
ナ
リ
身
延
山
ハ
者
不
ν
然
主

d
也
徒
ャ
畠
潟
ニ
族
泊

J

之
想
↓
雨
序
不
ν
和
滞
界
逐
げ
年
ラ
而
衰
高
姐
棲
紳
ノ
之
霊
窟

一
家
，
之
姐
山
悌
日
若
就
コ
ハ
荒
涼
一
尚
昆
瞬
ヲ
何
ノ
盆
ヵ
之
有
＆

隼
者
夫
一
鶏
タ
謀
ぺ
之
テ
向
零
開
げ
之
？
以
告
一
一
昭
朗
ニ
寧
一
－
二
軍

モ
亦
無
常
奈
ニ
檀
命
↓
何
寸
N

寸
而
巳
師
一
興
）
濁
不
ν
肯
而
日
輪
究

無
山
人
議
官
宅
之
亦
可
・
也
我
等
六
人
啓
リ
承
ニ
最
後
J

之
厳
命
↓

来
ν
満
二
一
紀
二
時
一
組
ノ
事
鑑
無
レ
監
寸
帯
戻
何
y
遮
ナ
P

法
運
J

逼

．．．． 

塞
，
者
弗
一
＝
干
俗
家
ノ
所
一
」
能
識
一
慌
ァ
ャ
諸
貫
長
関
ァ
而
不
v
喜

臼
護
法
之
一
一
語
衆
皆
不
ν
背
恐
猫
浦
タ
槌
提

2
1ハ
者
何
ヅ
耶

似
ν
媒
ニ
非
v藤
ュ
我
輿
v
n
m
絶
ン
耳
由
ゆ
是
ニ
師
号
亦
振
一
げ
衣
テ
而

立
」
又
云
『
或
人
目
我
聞
グ
興
隼
，
内
人
宅
げ
ヂ
ム
T

－
－
背
ニ
組
山
一

非
乎
日
然
也
君
者
護
ニ
持
メ
高
組
ノ
顧
命
↓
而
不
ν
移
奥
ニ
波
木

井
賞
長
一
結
実
是
以
－
一
宮
木
氏
比
企
氏
池
上
氏
亦
絶
突
昭
朗

曾
等
モ
欲
時
不
v
絶
而
得
v
ャ
乎
波
富
比
油
ノ
四
家
ハ
者
護
法
J

大

檀
越
品
是
時
宗
門
卿
昧
唯
六
件
時
四
家

i
畠
耳
故
不
ν
善一一者

六
隼
唱
亦
不
v
喜
ν
之
官
ご
」
論
じ
、
波
木
井
恐
の
老
婆
心
を

が
濫
梅
争
・
9
、
衝
突
離
山
の
原
因
を
記
せ
b
、
又
一
諦
者
ニ

師
合
薯
「
年
譜
設
異
』
仁
は
『
甫
ヲ
正
態
元
年
十
月
帝
都
民
止

ニ
守
塔
J

輪
究
」
師
（
興
）
興
ニ
貫
長
－
有
ν
術
マ
去
住
ニ
大
井
一
一
』
叉

さ
‘
叉
近
来
著
遁
に
頴
れ
た
る
各
先
事
の
史
博
を
考
す
毒

仁
、
小
林
日
董
師
著
『
日
蓮
宗
綱
要
」
「
三
闘
高
信
略
樽
』
磯

野
師
馨
『
日
蓮
宗
史
要
』
北
尾
師
著
『
白
蓮
宗
綱
要
』
境
野
黄

洋
薯
『
偽
議
小
史
』
小
川
泰
堂
氏
「
尚
一
蓮
大
士
異
質
侍
』
菱
沼

哲
之
介
著
『
日
蓮
宗
高
信
博
』
等
皆
統
純
設
を
依
用
せ
る
が

如
し
。
究
仁
、
彼
門
流
仁
及
ば
じ
、
先
輩
吉
田
素
恩
師
所

論
の
典
門
教
略
研
究
資
料
中
、
数
多
の
参
考
書
目
を
見
れ

ぜ
も
、
如
何
じ
せ
ん
其
ゆ
字
数

rは
も
披
見
す
る
を
得
ず

左
仁
記
す
る
資
材
の
如
き
は
、
世
人
の
暁
々
噌
灸
せ
ら
れ

つ
》
あ
る
も
の
、
み
。
三
位
阿
濁
梨
日
照
謹
「
札
厩
譜
』

ι

云
〈
『
次
－
f
M
興
上
人
ハ
是
ν
日
道
上
人
付
属
本
門
所
侍
ノ

導
師
畠
票
承
超
一
二
立
人
一
紹
椴
並
ニ
章
安
｝
所
以
者
何
五
老
向

タ
競
ニ
天
台
流
↓
富
士
直
ニ
都
一
一
地
涌
ノ
巻
属
↓
章
安
能
記
－
一
大
師

遺
設
一
興
師
康
ぷ
且
二
重
人
J

本
懐
一
」
同
噸
若
『
円
品
川
必
捗
』
に
云

〈
』
白
蓮
上
人
J

法
問
日
興
紹
鱗
々
々
J

法
韓
日
静
和
偶
類

莱
々
b
輿
欺
師
先
立
テ
浪
ス
上
入
常
－
－
誓
願
シ
テ
云
先
妻
逢
値
ノ

五
岩
猶
有
二
謬
説
一
早
世
己
来
J

弟
子
定
懐
ニ
非
義
－
』
交
叉
重

須
大
串
頭
目
澄
上
人
暦
態
五
年
卦
三
岡
忌
報
恩
舎
の
鞠
．
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敬
度
表
白
文
仁
云
〈
「
弘
安
五
年
初
多
国
寂
之
刻
（
宗
）
賞
メ

上
一
一
首
六
人
一
定
3
5
7設
説
範
一
而
－
五
老
深
暗
示
迩

不
二
之
一
詮
一
頗
F

競
コ
天
台
沙
問
一
富
山
猫
慶
一
一
正
保
己
、
過

之
樺
謹
一
新
ニ
弘
斗
本
地
之
妙
法
二
五
三
宝
蝿
々
々
』
文
又
、
日

興
遺
‘
誠
置
文
二
十
六
個
『
↑
富
士
ノ
流
義
ハ
脚
ヵ
不
叩
蓮
ニ
先

師
ノ
御
弘
通
一
事
一
五
人
ノ
立
義
ハ
一
’
伊
達
コ
先
師
ノ
御
弘
通
一
一

事
」
又
、
日
興
師
自
著
ご
稀
す
る
存
知
抄
仁
云
〈
『
滅
後
廿

年
義
組
佐
々
事
蒋
迦
如
来
造
立
供
隷
可
ν
奉
二
本
管
一

t
究

翠
人
御
存
生
九
箇
年
之
間
被
ニ
停
止
一
奉
詣
其
年
如
失
二
所

三
島
致
ニ
均
一
詣
一
立
夫
一
門
勧
進
一
統
一
闘
部
一
郷
幅
司
塔
供
隷
奉

加
有
L

之
辺
一
門
備
事
助
成
一
説
九
品
念
協
道
場
一
宇
建
立

嘉
ニ
厳
之
一
甲
斐
凶
其
慮
是
己
上
問
箇
保
々
之
誘
法
教
訓
日

四

向
許
レ
之
』
ご
、
叉
、
有
名
な
る
五
入
所
破
抄
ご
稀
す
る
あ

り
、
ヘ
事
五
富
山
立
義
抄
叉
六
J

三
位
白
紙
典
師
の
命
を
受
げ
、

戸
人
立
長
抄
d
A

車
内
民
抄
」

法
師
の
遺
業
を
紹
鑑
し
代
作
せ
る
も
の
な
り
ご
、
之
れ
い
減

後
仁
於
て
・
五
老
幕
府
に
安
国
論
を
献
体
γ
し
事
あ
り
ど
、
三

位
日
間
血
尿
譜
一
X
P
「
但
本
師
補
任
J

六
人
之
内
五
師
ハ
注
二

進
ス
天
台
ノ
沙
問
吋
円
蹴
（
濁
リ
皐
6
3
先
翠
J

遺
弟
↓
』
文
官
谷
旭
昌
治

郎
論
じ
て
云
〈
‘
（
弘
一
地
蝋
）
宗
門
史
下
中
、
同
書

ee以
て
蓬

か
仁
後
人
の
贋
作
さ
し

τ、
上
足
六
老
諸
師
聞
に
は
、
後

世
興
門
教
徒
の
云
へ
る
が
如
〈
、
本
語
勝
劣
杯
云
ふ
宗
義

上
の
異
見
は
ち
か
b
し
ご
断
ず
、
夫
れ
一
理
た
る
様
争
れ

ざ
‘
は
た
し
て
所
論
妥
嘗
な
ら
や
、
嘗
書
製
作
た
る
嘉
暦

三
年
は
、
五
上
足
皆
蹄
寂
し
て
所
謂
法
子
又
は
法
孫
の
師

業
紹
縫
期
節
じ
あ
ら
ず
や
、
若
し
法
卒
争
る
批
評
的
立
脚

よ
り
現
れ
ば
、
秩
序
素
乱
は
必
無
な
ざ
断
や
ら
れ
？
、
』
故

に
、
宗
組
事
人
の
正
請
相
承
ご
し
て
敗
、
又
警
世
宣
言
ご

し
℃
欺
、
難
詰
劃
破
せ
る
者
欺
、
別
仁
大
事
人
御
自
著
ご

し
て
惇
ふ
る
「
本
因
妙
抄
』
一
名
血
脈
抄
云
〈
『
七
回
忌
後
披
ニ

見
之
－
』
ご
其
始
中
絡
を
一
貫
し
て
、
唯
本
因
妙
の
法
義
を

説
明
せ
る
も
の
に

ιて
、
什
門
流
の
受
師
は
侍
数
の
『
牛

頭
決
に
擬
せ
る
後
世
の
偽
作
な
り
ご
判
ず
（
階
図
糊
）
又
興
隼

よ
り
波
木
井
長
へ
最
後
の
書

ι云
く
「
偽
ハ
上
行
無
遁
行
静

行
安
立
行
之
脇
士
テ
造
副
ヒ
進
セ
久
成
ノ
稗
迦
？
造
立
シ
準
セ
テ
又

安
国
論
J

趣
ニ
ハ
不
可
ニ
違
ヒ
進
一
』
文
叉
興
隼
原
殿
御
返
事
云

〈
『
身
延
山
を
罷
k

リ
出
℃
焼
事
面
白
な
さ
本
意
争
〈
難
ニ
申

壷
一
候
へ
ざ
蕊
打
も
還

ι案
じ
候
へ
ば
い
づ
〈
に
で
も
華

人
の
御
義
を
相
鑑
ぎ
進
せ
て
世
仁
立
て
候
は
ん
事
こ
を
詮

(.io〕



仁
て
候
さ
h

リ
ご
も
奉
り
思
ひ
御
弟
子
悉

4
師
敵
封
せ
ら
れ

候
』
さ
え
別
翰
原
殿
御
報
じ
云
〈
『
惣
し
で
比
事
は
三
の
子

細
に
て
候
一
に
は
安
国
論
の
正
意
破
れ
二
仁
は
久
建
質
成

の
蒋
迦
の
木
像
最
前
民
破
れ
ほ
悦
三
じ
は
誘
法
之
施
始
め
て

設
ν
施
候
又
此
事
共
ニ
入
選
殿
之
御
失
じ
て
は
礎
ら
せ
候

は
や
’
偏
に
諮
曲
し
た
る
法
師
の
過
ち
じ
て
候
』
文
法
師
ご

は
特
仁
、
良
部
阿
閣
梨
日
向
上
人
を
指
す
、
五
入
所
破
抄

云
ク
「
五
人
誘
法
富
士
正
義
、
一
大
翠
人
御
抄
可
ν
鶏
一
一
和
字
一

事
二
謙
倉
五
人
一
五
天
台
沙
門
無
謁
事
、
二
部
五
種
行
、
過

時
之
事
、
一
一
体
偽
之
事
二
天
目
房
不
レ
可
ν
讃
一
一
方
便
品
一

立
二
大
訪
法
一
事
』
巳
上
又
身
延
譲
紋
並
に
油
上
相
承
を
珍

重
す
、
然
れ
ざ
も
興
持
離
山
弧
立
は
但
に
、
波
木
井
長
ど

の
関
係
に
由
る
獄
、
五
一
相
劃
本
語
論
に
由
る
も
の
欺
他

門
徒
入
品
流
存
し
て
云
〈
『
然
れ
ざ
も
典
門
流
主
張
は
、
波

木
弁
会
誌
誌
を
事
ご
争
す
、
之
れ
質
践
的
方
面
の
事
仁
し

て
、
何
等
教
程
上
理
論
上
の
争
闘
に
非
ぎ
り
さ
、
然
る
仁

第
二
原
因
ご
も
見
る
可
さ
、
勝
劣
論
後
年
じ
漸
次
門
下
の

攻
箆
の
結
果
共
の
分
裂
の
一
原
因
ご
錦
れ
b
』
ご
、
事
観
日

宏
若
量
球
一
松
原
鉱
（
紙
一
刑
制
浩
一
）
第
三
十
六
番
問
答
下
興
師

退
ニ
延
山
イ
所
以
等
『
破
云
任
コ
己
情
一
吐
官
種
々
J

義
↓
莫
却
下

シテ所
ν
嘗
一
今
謂
興
師
退
コ
ハ
身
延
山
↓
由
ニ
波
木
井
侯
三
二
一
種

誘
法
五
五
入
所
破
抄
云
（
時
議
一
環
一
パ
ド
疑
）
設
ヒ
地
頭
矯
諸

非
薩
一
可
ν
恐
ニ
先
師
J

（
遺
）
跡
己
丈
此
書
末
法
付
要
録
の
唯

授
一
人
血
尿
相
承
J

立
義
を
破
す
ご
ゐ
－
h
’c
然
ら
ば
吾
流
の

先
帥
は
如
何
な
る
意
見
を
有
し
居
ち
し
か
、
本
蓮
決
要
抄

日
澄
帥
著
日
夕
『
天
目
ノ
書

Z
秒
一
云
ク
（
刷
）
披
ニ
此
J

捗イ
H
興
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時
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彼
ノ
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流
ハ
粗
勝
劣
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テ
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ス
ト
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然
ド
唱
庚
ク
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一
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ス
ル

之
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事
ハ
日
興
己
後
J

事
欺
』
文
啓
蒙
講
興
云
ク
『
上
野
日
興
，

御
在
生
ノ
問
ハ
本
連
勝
劣
J

法
門
ハ
無
ν
之
H
興
御
入
減
J

後ニ

門
弟
申
出

Z
法
門
．
叫
』
丈
パ
遠
親
帥
博
燈
抄
下
巻
「
惣
シ
テ
ハ

悶
典
上
人
ノ
五
人
誘
法
ハ
立
セ
玉

2
1始
テ
僻
見
多

ATZ方・也

能
々
可
ν
札
ニ
明
一
之
己
文
某
他
捌
客
五
、
六
四
本
越
零
誘
三

十
一
等
所
論
客
す
。

然
る
仁
宗
姐
御
博
記
中
仁
も
、
加
凋
・
り
彼
の
門
流
を
掬
せ

る
熊
田
葦
城
の
若
あ
り
、
中
嘗
山
前
泣
督
武
田
帥
の
競
明

書
を
録
す
是
れ
他
山
の
石
ご
し
て
看
る
可
き
欺
、
己
上
に

由
L

リ
℃
之
を
観
る
に
、
蓋
し
興
曾
天
性
聯
か
頑
強
に
て
、

常
仁
各
老
借
ご
国
満
を
故
主
、
偶
然
延
山
住
職
問
題
の
議



超
る
や
、
向
曾
及
波
木
井
脅
さ
不
合
、
瓢
h
q

然
ご
し
て
霊

廟
を
去
り
・
し
に
非
ぎ
る
欺
、
其
時
興
舎
の
心
中
果
し
て
、

一
一
概
組
織
、
異
流
唱
導
、
延
富
費
時
、
等
の
思
考
あ
b
し

ゃ
、
否
や
、
所
侍
書
多
〈
は
口
博
的
、
に

L
て
幾
多
研
究

の
末
な
ら
で
は
断
定
ず
る
を
得
ず
、
前
記
せ
る
統
紀
所
連

の
如
き
も
、
波
木
井
訟
の
落
髪
は
弘
安
四
年
さ
記
す
、
然

る
に
縄
師
「
弗
一
－
一
子
俗
家
ノ
所
一
一
能
識
－
』
ご
訓
誠
せ
乙
脚
か
自

家
撞
着
あ
る
を
見
る
況
や
保
守
的
港
歩
的
の
彼
慌
の
所
懐

を
や
、
昔
肯
の
鮎
何
慮
じ
か
あ
る
、
今
後
又
資
料
蒐
集
に

努
め
更
仁
随
見
金
故
か
れ
U

識
者
幸
に
諒
ご
し
、
愚
子
に
敬

ふ
る
仁
惨
な
る
勿
れ
。

余

宗

教

観

の

高

小

坂

田

正

己

凡
そ
我
々
人
間
が
、
世
に
生
存
し
て
行
〈
上
じ
於
、
誰

一
人
ご
し
て
煩
悶
苦
情
の
な
い
者
は
争
い
。
生
が
あ
れ
ば

死
が
あ
り
、
老
が
あ
れ
ば
病
が
あ
り
、
畿
の
歌
集
に
は
必

ず
煩
悶
苦
痛
が
伴
ふ
。
此
様
仁
、
、
人
生
の
大
海
に
は
幾
多

の
苦
乙
み
が
あ
る
。
人
間
は
何
う
に
か
・
し
て
、
此
の
苦
し

み
か
ら
股
れ
や
う
ご
考
へ
た
う
そ
し
－
L
、
或
る
人
生
を
超

越
し
た
、
崇
高
偉
大
奇
る
君
を
求
め
、
之
を
へ
桔
化
し
て

崇
拝
し
、
信
仰
し
蹄
依
し
其
事
に
依
て
自
己
の
慰
安
幸
摘

を
得
て
現
賓
の
苦
み
を
忘
れ
や
う
ご
計
た
。
，
此
の
人
生
を

超
越
し
た
或
者
を
信
仰
し
鯖
依
し
其
に
依
て
自
己
の
慰
安

を
計
る
ご
云
ふ
が
‘
即
も
宗
教
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
宗

教
主
事
ふ
も
の
は
第
一
義
の
も
の
で
は
な
〈
第
二
義
の
も

の
で
あ
る
。
若
し
人
生
に
色
々
の
苦
痛
も
杏
〈
煩
悶
も
争

〈
幸
繭
鳴
で
あ
っ
た
な
ら
ば
宗
教
の
必
要
は
起
ら
な
い
宗
教

の
必
要
な
揮
は
人
生
に
色
A
Y

の
苦
痛
煩
悶
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
故
に
宗
教
の
起
原
仁
脅
す
る
人
今
の
見
解
が
何
の

様
に
多
種
多
様
で
あ
っ
て
も
自
分
は
宗
教
も
哲
皐
ご
共
仁

他
の
枇
曾
制
度
さ
同
じ
く
自
己
の
生
活
を
豊
富
じ
し
活
動

を
統
一
し
平
和
を
保
も
幸
掘
を
増
大
’
し
よ
う
ご
す
る
人
間

生
存
上
の
欲
求
か
ら
起
っ
て
来
た
も
の
だ
ど
信
守
る
。

低
じ
宗
教
が
人
聞
の
欲
求
か
ら
生
じ
て
来
た
も
の
ず
あ

る
ご
し
た
な
ら
ば
、
其
の
説
明
の
仕
方
が
色
々
に
臭
つ
七

居
℃
も
、
要
時
人
生
を
統
一
し
よ
う
と
し

τ官
設
砂
ら
れ
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